Kandōmyaku baipasu shujutsu ni oite No-Touch Technique de saishushita dai fukuzai jōmyaku gurafuto wa kekkan shūshukusei to kekkan kakuchōsei ga tomoni onzon sareru by ヤマダ, トシユキ et al.
論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Preserved Vasoconstriction and Relaxation of Saphenous Vein Grafts Obtained 
     by a No-Touch Technique for Coronary Artery Bypass Grafting 
     （冠動脈バイパス手術においてNo-Touch Techniqueで採取した大伏在静脈グ 
      ラフトは血管収縮性と血管拡張性が共に温存される） 
 
 
 冠動脈バイパス手術に頻用される大伏在静脈グラフトにおいて、血管周囲脂肪組織を
温存して採取（No-touch technique）した場合、温存せずに採取した場合と比較して血管
内皮細胞のeNOSのリン酸化がVEGFにより増強することが免疫染色にて示された。また
血管の収縮性・拡張性の両方がより保たれ、さらに血管採取時の電気メスの使用が血管
反応性の低下の原因となりうることがMyographにて示された。 
 審査では温存する血管周囲脂肪組織の量について問われたが、肉眼的に約5mm程度と
いう目安はあるが厳密には一定ではないと回答された。また血管内皮のVEGFへの応答に
血管周囲脂肪組織がどのように影響しうるかについて問われたが、血管周囲脂肪組織か
ら放出された何らかの可溶性物質が培養液を介して血管内腔へと作用した可能性が高い
と回答された。またVEGF受容体以下の細胞内シグナルに関して問われたが、これに関し
ては精査できていないと回答された。 
 次に、本研究では血管採取後間もなくの反応が主に検討されたが、長期開存の優劣を
急性期の反応でどのように説明しうるかを問われた。先行研究として採取時の血管損傷
が長期の開存率の低下の原因となりうることが示されているため、まず急性期反応に着
目したと回答された。また急性期以降の血管の特徴を示すために培養検査を施行したが
有意な結果が得られなかったと回答された。 
 また、本研究では臨床検体を採取早期から基礎実験的手法で検討された点、脂肪を温
存して血管を採取したとしても電気メス使用の有無により血管の反応性に差があること
が示された点が有意義であると評価された一方で、さらにその点に焦点を合わせてもよ
かったのではないかと指摘された。また血管の反応性の良さは血管周囲脂肪組織を温存
する際のvaso vasorumの温存と神経の温存のどちらが優位に寄与したのかと問われた。本
研究ではどちらも血管反応性に寄与している可能性が示されたが個別の関与までは精査
できていないと回答された。さらに長期成績への影響を検討するため動物モデルで血管
内皮・vaso vasorum・神経の状態を急性期と慢性期で比較検討すると良いということが指
摘された。 
 以上、本研究には検討すべき課題を残すものの、電気メス非使用で血管周囲脂肪組織
を温存して採取された大伏在静脈は血管反応性がより温存されることが示された点で有
意義な研究であると評価された。 
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